
別表第４　　　要因要素マトリクス

工事による影響 存在による影響 供用による影響

細区分

重
機
の
稼
動

環境要素の
区分

大気環境 大気質 SO2
NO2
CO
SPM
粉じん
有害物質

悪臭 臭気指数
特定悪臭物質

騒音・振動 騒音
振動
低周波音 

水環境 水質 水質（河川・BOD又はCOD
湖沼） SS

T-N，T-P
pH
有害物質

地下水汚染
底質

水生生物 水生生物
水辺生物

水循環 水象
地下水
水辺環境

地盤環境 土壌環境 土壌汚染物質
地盤沈下 地盤沈下
地形・地質 現況地形

注目地形
生物環境 植物 植物相及び注目すべき種

植生及び注目すべき群落
動物 動物相及び注目すべき種

注目すべき生息環境
生態系 地域を特徴づける生態系
景観

主要な眺望地点

主要な眺望
自然との触れ合
いの場

触れ合い活動の場

文化財 指定文化財及び埋蔵文化財

環境への負 廃棄物等 廃棄物
荷 水使用

温室効果ガス CO2
ｵｿﾞﾝ層破壊物質
等

フロン等

その他 その他の生活環 光害

境

 工事による影響：影響が工事中のみに限定される一過性の影響（工作物の撤去又は廃棄を含む。）
 　工事による影響であっても永続的な影響は存在による影響に含める。

 存在による影響：自然の改変、工作物の存在等物理的な整備によって生じる永続的影響。
 供用による影響：整備後に繰り広げられる人間活動によって生じる影響。

項目選定の結果の表示方法例：○一般的項目　◎重点化項目 △簡略化項目 ※配慮項目
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